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１ 家庭教育支援  

【くまもと「親の学び」プログラムの活用】 

家庭の教育力向上に資するため、くまもと家庭教育支援条例の認知率の向上と併せ、

くまもと「親の学び」プログラムのあらゆる機会を活用した実施をお願いしています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

くまもと「親の学び」プログラムを活用した「親の学び」講座について、上益城管

内の小・中学校では、ここ数年全小・中学校で実施をしていただいていますが、講座

実施回数については、毎年あまり変わらない回数で推移しています。一方、熊本県全

体の実施率を見てみると、小・中学校の実施率に比べ、就学前及び高等学校での実施

率が低くなっています。 

これらのことから、本プログラムの更なる普及を図り、家庭の教育力向上に資する

ために、各小・中学校においては、「親の学び」講座の計画的な複数回の実施をお願

いし、併せて小・中学校以外でも活用が図られるよう啓発を行っています。 

(1) 平成２７年度の上益城管内各小・中学校の講座実施状況 

○ 参加体験型の学習スタイルで参加者が楽しく学ぶことができる。 

○ 子育てのポイントを身近な話題から学ぶことができる。 

等の本プログラムの特長を生かし、各小・中学校では、ＰＴＡ研修、学級懇談会 

や地区懇談会など、いろいろな機会に講座を実施されています。 
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平成２５年４月１日、熊本県では家庭教育支援を目的とした全国初となる家庭

教育支援条例を施行しました。これは教育における家庭の果たすべき役割と責任

を再確認し、学校、地域、事業者、行政等が連携、協働して家庭教育支援を推進

していこうとするものです。一方、平成２７年１２月２１日に中央教育審議会か

ら出された答申では、社会教育の体制として、地域住民や団体等のネットワーク

化等により学校との協働活動を推進する地域学校協働本部の整備が提言されま

した。学校のみならず、家庭や地域社会において、子供たちの豊かな学びと確か

な成長に、人々が参画・協働していく社会の実現が求められています。 

(回) (％) 
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特に、本年度は「親の学び」講座を複数回実施した管内の小・中学校が半数以

上に上りました。計画的・継続的な講座の実施により、家庭の教育力向上がさら

に図られるものと思われます。 

 

 

 

 

 

(2) 「親の学び」プログラム進行役養成講座の実施 

本年度は、上益城管内の各町会場（５会場）で進行役養成講座を実施しました。

結果として、管内５会場合計で、のべ６２名の参加があり、小・中学校のＰＴＡ、

教職員の他、行政や就学前関係者、高等学校保護者、子ども会関係者の参加もあ

りました。受講された方の中には、勤務校で講座を実施されている先生もいらっ

しゃいます。 

管内の小・中学校の教職員の内、本プログラ

ムの経験者は３９３名に上っており、これは

管内の約２／３の教職員が本プログラムを経

験されていることになります。進行役養成講

座を受講されたＰＴＡ等と連携して、各学校

や地域で本プログラムを活用していただきた

いと思います。 

(3) 就学前や高等学校での普及・啓発 

本年度実施した、上益城家庭教育・くまもと「親の学び」プログラム実践交流

会は、小・中学校関係者だけでなく、就学前、高等学校及び行政関係者等にも広

く呼びかけ、５９名の参加がありました。 

実践発表では、甲佐高等学校のＰＴＡ（育友会）の取組等、それぞれの立場か

ら「親の学び」プログラムに取り組まれた実践を発表していただきました。管内

の３高等学校から１１名の参加があり、高等学校での認識の高まりも感じられま

した。就学前においても益城幼稚園が本プログラムのモデル園として県指定を受

け１年間取り組まれました。管内の幼稚園、保育所や子育てサークル等にも、本

プログラムの活用が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【矢部小学校福永教諭の講座】 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回実施

２回実施

３～５回実施

６回以上実施

【平成２７年度管内小・中学校「親の学び」講座実施状況】 
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【甲佐高校山形育友会会長の実践発表】 【子育て広場あいあい(嘉島町)での講座】 



２ 地域教育力の活用  
(1) 上益城管内における地域教育力活用の状況 

上益城管内の小・中学校では、各学校の実情に応じた学習活動支援、体験活動支援等

への地域教育力の活用は、確実に増加しています。また、「熊本版コミュニティ・スク

ール」の導入など、学校、家庭、地域が教育課題等を共有し、その解決や改善に向けて、

組織的かつ継続的に教育に当たる仕組みをつくる学校も増加傾向にあります。  
上益城管内地域教育力活用状況 

（平成27年12月調査・予定を含む） 

学習支援（回） 学習支援（人） 体験活動支援（回） 体験活動支援（人） 

５３９ ３,１５６ ２３１ １,２２７ 

① 地域教育力活用時におけるコーディネーターの役割             

学校におけるコーディネーターの役割は、管理職と

管理職以外の職員の複数体制で担われている学校が増

加しています。コーディネーター役を組織に位置付け

ることは、地域教育力活用の重要なポイントであると

考えられます。 

② 学校支援ボランティアの活用 

上益城管内では、学校支援ボランティアの写真の校  
内掲示、給食時間での交流等でお互いの顔が見える活   
動に取り組まれている学校が増えています。益城中央 
小学校では、学習での傾聴ボランティア（褒める・質 
問する・もう一度聞く）に日常的に取り組まれ、のべ 
１，０００人超の学校支援ボランティアを活用されて 
います。甲佐小学校では、県が派遣するボランティア 
チームを繰り返し活用され、交流を通して、児童、学 
校職員、ボランティアチームにとって相互に効果的な 
学習活動支援が行われています。 

③ 地域未来塾 

   地域人材（教員希望の大学生や 
元教員、学習塾などの民間教育事 
業者等）の協力を得て、小中学生 
等へ学習機会を提供するための取 
組です。管内では、御船町立御船 
中学校で実施され、参加生徒の学 
力向上が見られました。 

④ 地域と連携・協働した活動を推進するための組織づくり 

上益城管内では、学習活動支援、体験活動支援等への地域教育力の活用を全ての学

校で取り組まれています。これまでの学校支援（いわゆる学校応援団）や学校評議員

制度、既存の取組等を見直し、「〇〇連携協議会」・「学校活性化委員会」等の名称

で、地域と連携・協働するための組織づくりに取り組まれている学校もあります。今

後も既存組織の活用等で、地域と連携・協働した活動の組織づくりをお願いします。 
 

組織有り（２１校・66%） 組織検討中（７校・22%） 組織なし（４校・12%） 

【管内各学校のコーディネーター役】 
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【大学生ボランティアチーム活用（甲佐小）】 

学校数 



(2) 上益城地域教育実践交流会について 

  学校、家庭及び地域が連携した教育活動の充実を図ることを目的として、「上益城地 

域域実践交流会」を開催しています。学校や地域の実情に応じて、各学校の実践発表が 

行われ、発表校以外にも広がる期待が持てる交流会となりました。 

 

 
 
 
今年度も、管内各町１校ずつ（合計５校）の実践発表校を６月に依頼し、「実践モ

デル」作りに取り組みました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の地域教育力の活用について 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

日時：平成27年11月20日 出席者：34 32
【 実践発表者の学校及び氏名一覧 】 
七滝中央小学校 坂本教諭（教務主任）  乙女小学校   小永 教諭（教務主任） 
飯野小学校   藤川教諭（教務主任）  蘇陽小学校   石田 教諭（研究主任） 
飯野小学校   森川教諭（生涯学習担当）嘉島西小学校  冨永 教諭（教務主任） 
【 〇成果 ▲課題及び今後の展望 】 
〇学校における地域教育力の必要性と具体的手法を啓発する貴重な機会となった。 
〇各町１校の実践発表を依頼し、学校の実態に応じた地域教育力活用が広がった。 
▲中学校の実践や町での取組を発表する機会を設けて、小・中学校の連携へつなげる。 
 

【文部科学省ＨＰより】 

 
これからの学校と地域の目指すべき連携・協働の姿 

〇「地域学校協働活動＝地域と学校が連携・協働して、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え
ていく活動」の積極的な推進 

〇地域との連携・協働の推進の中核を担う教職員（「地域連携担当教職員（仮称）」）を法令上明確
化し、校内体制の整備を図る  等 

【七滝中央小学校の実践より】 七滝中央小学校では、 
〇知の「のびのびコミュニティ」（主に教科） 
〇徳の「ほかぼかコミュニティ」（道徳の時間） 
〇体の「いきいきコミュニティ」（体験活動） 
の３つが設定されています。また、地域の力を学
習支援として生かすこと、児童や職員が地域の祭
りや行事に積極的に参加し地域貢献（お返し）を
行うなど、双方向の関係づくりに取り組まれてい
ます。 
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